
平成 21 年度事業報告書 

平成 21 年 4 月 1 日から平成 22 年 3 月 31 日まで 

 

特定非営利活動法人 遠野山・里・暮らしネットワーク 

  

１ 事業の成果 

 設立第７年度を迎え、経済的に自立した運営への道筋づくりを継続することを事業実施方針とし、特定非営利

活動に関し 9 事業、その他の事業に関し 6 事業を実施した。 

 今年度の成果として、特定非営利活動に関しては、民泊受入れ登録が一時 120 軒を突破するなど、遠野民泊協

会の充実があげられる。また国の補助事業が占める割合が増加しており、3 省合同事業である子ども農山漁村交

流プロジェクトでは、2 年の先導型モデル地域としての任務を終えた。 

 その他の事業においては、東北ツーリズム大学を前年に引き続き 2 回実施。また、今年度からの新たな取組み

として、外国人の受入れ事業「JICA 青年研修」に地元高校と連携して取り組み、約 2 週間の日程の中で、ホー

ムステイとして民泊協会員宅への宿泊をコーディネートするなど、市内各関係機関との調整を行った。旅行業務

への取組みとしては、申請の煩雑さから来年度に持ち越しとなっている。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１） 特定非営利活動に係る事業 

事業名 事業内容 実施時期 実施場所 従事者の人数 受益対象範囲

及び人数 

支出額（千

円） 

１民泊受入

れ事業(クラ

スター組織

との連携) 

遠野民泊協会の事務局運営。修学

旅行 5 校(517 名)、子ども農山漁村

交流プロジェクト 1 校(21 名)、武

蔵野市交流(20家族65名)における

ホストとゲストのコーディネー

ト。講習・研修の実施。 

通年 遠 野 市 内

（研修は市

外あり） 

理事７ 

会員１０ 

事務局５ 

計２２人 

民泊受け入れ

農家 120 世帯

程度 

民泊指導料

４１９ 

 

２クラスタ

ー組織等連

携事業 

遠野民泊協会の事務局運営、綾織

夢を咲かせる女性の会｢鍋サミッ

ト｣補助等 

各団体の

要望通り 

遠野市内 理事 3,会員 3 

事務局 3 

計９人 

クラスター各

組織 

一般管理費 

３東北ツー

リズム大学 

遠野 ２回 開催 

12 月 5 日～6 日,2 月 27 日～28 日 

会津坂下１回 7 月 18 日～19 日 

東松島 １回 10 月 3 日～4 日 

喜多方 １回 11 月 21 日～22 日 

胎内  １回 11 月 28 日～29 日 

7～2月ま

での 6 回 

遠野市内 

東北各キャ

ンパス 

理事 7,会員 10 

事務局 3 

計２０ 

述べ総数 338

名 

５３４ 

４茅葺き家

屋保存事業 

茅場の管理。保管庫の確保。茅場

造成。茅葺家屋保存継承のための

講演会開催。 

４月から

２月 

遠野市内 理事 1,会員 4 

事務局 3 

計８人 

遠野市民  ６９ 

５県民参加

の森林づく

り促進事業 

林業従事者が減り、荒廃する森林

の利活用。｢遠野里山の会｣会員制

の薪割り体験を年 2 回、その他森

林保全に係る研修会開催。 

10～2 月 

(継続) 

遠野市内 理事 1,会員 3 

事務局 1 

計５人 

各 20 名、 

計 40 名 

４５９ 



６子ども農

山漁村交流

プロジェク

ト 

国の3省合同プロジェクトによる、

市内小学校 5 年生の民泊受入れ業

務 

8 月 

(終了) 

遠野市内 理事 2,会員 10 

事務局 5 

計１７ 

宮守小学校 5

年生 21 名 

受入れ農家 8

軒 

９４６ 

７農山漁村

地域力発掘

支援モデル

事業 

ふるさと地域力事業実施(着地型旅

行業仕組み作り) 

着地型旅行業等の取組み商品販売

活動 

通年 

(終了) 

遠野市内お

よび近隣市

町村 

理事 7,会員 10 

事務局３ 

計２０ 

年間 100 名 ２，０６７ 

８農商工連

携等促進人

材創出事業 

新クラスターとして立ち上げた東

北まちづくり実践塾の活動の支援

を行う 

通年 

(継続) 

東北各地 理事 4、会員 1 

事務局 5 

計１０ 

育成対象者 11

名 

１０，６２７ 

９都市農山

漁村交流拡

大モデル構

築事業 

厚労省｢ふるさと雇用再生特別基

金｣の活用 

8～3月末 

(継続) 

市内外 理事 2、会員 1 

事務局 3 

計６ 

 ４，６６２ 

 

（２）その他事業 

事業名 事業内容 実施時期 実施場所 人数 収入・支出（千円） 

１ツーリズム型交

流推進事業（継続） 

(1)地域ツーリズム活性化事業 

(2)着地型遠野体験事業 

(3)遠野ツーリズム交流事業 

(4)遠野民泊推進事業 

通年 遠野市内 理事 12,会員 10 

事務局 7 

計２９人 

遠野市委託事業 

１，２００ 

２遠野ドライビン

グスクール連携事

業 

遠野ドライビングスクールの合

宿型教習と農泊を伴う農作業体

験や、各施設におけるツーリズム

体験をセットしたプログラムを、

大学生をメインターゲットに、長

期休み時期を中心として受入れ

るコーディネート業務 

通年 

(ピークは

学校の夏･

冬･春休み) 

各受け入れ

農家 

遠野馬の里 

遠野ふるさ

と村 

合宿生 

 

事業収入 1,926 

支出    162 

繰入見込み額 

１，７６４ 

３遠野郷への新規

就農・定住促進事業

の促進 

遠野地方農協、（株）ふるさと情

報館と連携して、遠野郷への定住

希望者に対し空家･農地の取得等

定住促進のための活動 

通年 遠野市内 成約０件 事業収入 ０ 

支出 ０ 

繰入見込 ０ 

４JICA 青年研修受

入れ 

国際機関である JICA が主催す

る各国研修生の受入れコーディ

ネート業務 

9 月 遠野市内 ベトナム研修生 19 

通訳 2 

計 21 名 

事業収入 ４３６ 

支出     ０ 

繰入見込 ４３６ 

５旅行業務事業へ

の新規参入 

各事業における視察に対するコ

ーディネートや旅行業取得に向

けた取組み 

通年 市内外  事業収入 0 

支出   0 

繰入見込 0 

６東北まちづくり

実践塾の立ち上げ 

新クラスターとして立上げた東

北まちづくり実践塾の活動の支

援 

通年 東北各地  事業収入  0 

支出    0 

繰入見込  0 



 

定款の変更について 

 

 

 

 特定非営利活動法人 遠野山・里・暮らしネットワークの定款を以下の通り変更したいので、ご

確認の上、承認のほどよろしくお願いいたします。 

 

＜変更の内容と理由＞ (下線  が変更部分) 

現行定款 変更案 理由 

第３章 役員 

第 11 条 ２ 

理事のうち、1 人を会長、

1 人を副会長とする 

 

第 11 条 ２ 

理事のうち、1 人を会長、

2 人を副会長とする 

事業拡大に伴い、役員の

人数を増員したいため。 

 

 

 

 

 

 

年会費の変更について 

 

 

特定非営利活動法人 遠野山・里・暮らしネットワークの H20年度年会費を下記の通り変更した

いので、ご確認の上、承認のほどよろしくお願いいたします。 

 

＜変更の内容と理由＞ (下線  が変更部分) 

現行会費 変更案 理由 

正会員 年間 2,000 円 

準会員 年間 1,000 円 

サポーター会員 なし 

(別途入会金 1,000 円) 

正会員 年間 2,000 円 

準会員 年間 1,000 円 

サポーター会員のみ 

入会金 1,000 円 

法人会員 年 10,000 円 

本 NPO の活動を活発化

させるため、市内外の多

くの法人(団体)との、よ

り強固なつながりをもつ

ため 

 



役員改選について 

 

特定非営利活動法人 遠野山・里・暮らしネットワーク 

 

平成 2２年 5 月 31 日で、役員の 2 年の任期が満了することに伴い、平成 2２年度の新役員を以

下の通り提案する。 

 

現役員 

 

会長   糠森 隆          糠森 隆 

 

副会長  菊池 ナヨ         新田 勝見 

     新田 勝見         荒川 栄悦 

 

理事   菊池 三郎         菊池 ナヨ 

菊池 茂勝         菊池 三郎 

     徳吉 英一郎        菊池 茂勝 

     浅沼亜希子         徳吉 英一郎 

     奥寺 晴夫         浅沼亜希子 

     阿部 義知         奥寺 晴夫 

荒川 栄悦         阿部 義知 

及川 明光         小笠原 晋 

小笠原 晋 

 

監事   菊池 孝二         菊池 孝二 

     佐々木麻奈子        佐々木麻奈子 

 

 

 

※定款 第 3 章 役員 

  (役員の種類及び定数) 

第 11 条 本法人は、次の役員を置く。 

  (1)理事 10 人以上 13 人以内 

  (2)監事 １人又は 2 人 

２ 理事のうち、１人を会長、２人を副会長とする 


